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地域特産作物の位置づけについて

○いぐさ、蚕糸、和紙原料作物（楮、みつまた、トロロアオイ）等の地域特産作物
は、古くから、その地域の伝統文化との関連が深く、地域経済の発展や複合経営に
による農業の経営安定に資するという点において、重要な品目となっている。
○全国各地に、多様な地域特産作物の産地が存在する。

【地域特産作物の産地】

熊本県：いぐさ

群馬県：蚕糸、蒟蒻

茨城県：トロロアオイ

大分県：七島い

高知県：楮

栃木県：麻

山形県：紅花

徳島県：藍、みつまた

北海道：
薬用作物、ハッカ 岩手県：ホップ

奈良県：綿
静岡県：茶

鹿児島県：茶

岡山県：みつまた島根県：楮
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＜対策のポイント＞
茶、薬用作物、いぐさ、蚕糸、和紙原料作物等の地域特産作物について、新型コロナウイルス感染症拡大など様々

な要因で変化する消費者や実需者のニーズに対応した高品質生産、産地の規模拡大、持続可能な生産体制の構築に向
けた担い手の育成など強力に推進するため、地域の実情に応じた生産体制の強化、国内外の実需の創出など生産から
消費までの取組を総合的に支援します。

事業の内容

対象品目

１．全国的な支援体制の整備
地域特産作物の生産性の向上や高品質化の取組等を推進するため、全国組織等による以下の取組みを支援
栽培技術研修の実施
需要・消費動向等調査・検討の実施
課題解決のための実証（新たな品種の導入、栽培技術の確立、農業機械の改良）
需要拡大に資する取組（消費地におけるイベントへの専門家の派遣など）

２．地域における取組の支援
①生産体制の強化
新たな栽培技術等の導入、省力化・低コスト化のための農業機械等の改良・リース導入、
栽培マニュアルの作成、永年性工芸作物（桑、ホップ、楮、みつまた）の改植等の促進、
人材確保の検討

②需要の創出
実需者等と連携した商品開発、製造・加工技術の確立、消費者等の理解促進

茶、薬用作物、いぐさ・畳表、七島い、繭・生糸、桑、繊維原料（麻、綿）、染料作物（藍、紅花）、
和紙原料作物（楮、みつまた、トロロアオイ）、油糧作物（ごま、オリーブ、ひまわり）、
嗜好品作物（たばこ、ホップ）、香料作物（ラベンダー、ゼラニウム）こんにゃく、など

事業実施主体

１．全国事業：公益社団法人、一般社団法人、協議会など
２．地区事業：都道府県、市町村、協議会など（受益農業従事者が５名以上であることなどの要件あり）

持続的生産強化対策事業のうち

茶・薬用作物等支援対策 【令和４年度予算概算決定額 1,367百万円】
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事業の活用事例（いぐさ・畳表）

○いぐさ収穫作業の効率化により規模拡大を図るため、いぐさ機械のリース導入を実施。
○国産畳表のPRのため、消費地の畳店に対して畳表の見分け方、畳の機能性等の研修会を実施。
○消費者にいぐさ・天然畳の良さを知ってもらうため、ＰＲ冊子を作成し、建築関係団体等に

配布するとともに、いぐさの効能等に関する動画配信を実施。

5

いぐさ収穫期のリース導入 畳のPR冊子の作成・配布

畳店向け研修会 いぐさの効能等に関する動画配信 3



事業の活用事例（蚕糸）

○染色性に優れた遺伝子組換え蚕（超極細シルク）の安定生産のため、飼育マニュアルを作成
するとともに、栽培・飼育指導に関する技術研修を実施。

○超極細シルクを活かした商品を開発。そのPR動画を作成し、国産繭の新たな需要を創出。
〇高品質化のための施設（蚕室）の改修。

6蚕室の改修展示会の開催 試作品の製作

遺伝子組換え蚕に関する動画配信
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地域における和紙原料作物取組事例
【富山県南砺市・楮】

地区の概要

○地域資源の調査や付加価値向上等の取組み
・先進地（高知県いの町）を視察し、楮の生産方法や活用方法・
商品開発のノウハウ等について調査を実施

○地域資源を活用するための人材育成
・H３年からR元まで、毎年、２週間のインターンシップを実施。
地域内外から毎年３～５名が、和紙加工生産組合が開催する
技術講習会に参加し、楮栽培や紙漉等を体験（写真上）

・技術伝承のため、和紙製造技術の記録映像を撮影し、後継者
の育成資料として活用

・これまでに、地域内で４～５名の生産者（楮栽培者、紙漉、
和紙加工商品販売者）がこの取組に新たに参画し、技術の継
承に向け協力（※R2以降コロナ対応のため休止中）

○地域資源の消費拡大や販売促進の取組
・市場調査の実施
・外部の商品開発専門家のアドバイスを取り入れ、新商品（レ
ターセット、インテリア雑貨、がま口小物入れ（写真中）な
ど）を開発。地域内宿泊所、道の駅などで販売

・知名度向上に向け、インバウンドに対応した英語、中国語併
記の和紙紹介パンフレット・ガイドブック等（写真下）を作
成し、宿泊施設への配置や訪れた旅行者に配布

【位置】
富山県南砺市

【課題】
本地区は世界遺産に登録さ

れた五箇山合掌集落に近く、
地域外との交流も活発である
が、地域内の雇用や所得の増
大に繋がっていない。
そのため、山村の地域資源

（薬草、和紙（楮）、木材）
を活用し、資源の生産技術、
新たな商品開発、販売戦略な
どの技術継承、ノウハウの蓄
積が課題。

山村の地域資源（和紙等）を活用した商品開発に取り組むことにより、
地域資源の生産、商品の製造・販売等に携わる雇用の創出を通じた地域
の活性化を図る

取組内容

目指す姿

南砺市・
五箇山

【商品開発】

【技術講習会】
（雪さらし）

【パンフレット】

6



・いぐさ、畳表 7名
・トロロアオイ1名
・養蚕1名
・綾の手紬染織（含養蚕）1名

地域特産物マイスター数(認定対象品目類型別） 地域特産物マイスターの認定・登録及びその活動

注）認定対象品目類型別数は分野別登録の延べ数のため、地域特産物マイス
ターの登録数とは一致しない。

活 動

認定・登録

地域特産物の生産・加工
に取り組む地域からの派
遣要請に応じ、地域特産
物マイスター等を派遣

・技術アドバイザー派遣

毎年、都道府県等を通じて
募集概ね10年以上の実績の
ある農業者、農産加工関係
者等から、マイスターにふ
さわしい方を審査により認
定・登録します。

地域特産物マイスター制度

○農林水産省では、地域特産物による地域経済の発展、農業振興、伝統的な食文化等の維持・継承のため、
公益財団法人日本特産農産物協会が行う取組を補助事業により支援。
本取組は、地域特産物の生産・加工の分野で卓越した技術・能力を有し、産地育成の指導者となる人材を
「地域特産物マイスター」として認定・登録し、技術の伝承と新たな用途開発、相互交流と組織化を進める
もの。登録者数は227名、登録品目数は延236品目 （令和4年5月現在）。

○また、地域特産物の生産・加工に取り組む地域からの技術アドバイザー派遣要請に応じ、地域特産物マイター
等を派遣。栽培技術、加工技術、新商品開発、後継者の育成・確保、ブランド化、流通・販売の強化等に関す
る指導を行っている。

※文化財の保存と関係の深いマイスター
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技術アドバイザー派遣事例（養蚕）

○F県は基幹産業の養蚕の衰退により、養蚕農家数が1戸まで減少、養蚕業の継続が困難となりつつある
中、養蚕農家、公的機関の職員や絹織物を扱う呉服屋等参加の下に、養蚕の知識や技術を共有し、絹
織物作りを継続させていくベース作りのため、養蚕技術アドバイザー研修会を企画し、地域特産物マ
イスターの派遣を要請。地域特産物マイスターは現地において飼養方法の講習、指導を実施した。
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桑畑での技術指導講義（座学）

・省力・効率的な養蚕、特徴ある繭質の蚕品種の大量飼育技術を有する農家。
・昭和51年に就農し、養蚕部門を主体に規模拡大。
・省力・効率化・安定生産技術の確立を通じ、平成初期には、全国トップレベルの

繭生産（7トン以上）を実現、県下の養蚕の第一人者として養蚕振興に貢献

養蚕の地域特産物マイスターA氏
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